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４．開催にあたって
2014年度国際連携シンポジウム開催にあたって
宇都宮大学学生国際連携シンポジウムは、2010年から国際学部・国際学部多文
化公共圏センターを中心にこれまで4回開催されてきました。5回目にあたる本年度
は、「いま、日中関係を考える―大学生からみた「過去」「現在」「未来」―」と
いうテーマで、今日難しい局面にある日中関係に焦点をあてました。
いま、日中関係はきわめて厳しい時代を迎えています。1972年の国交正常化以
来、さまざまな困難を乗り越えながら、両国関係は大きく進展してきました。とこ
ろが、21世紀に入ると、両国の関係は急速に悪化していきます。なかでも2010年以
降、日中関係は多様な変化を経験しています。中国が経済・政治両面にわたり国際
社会において重要な役割を果たすようになる一方で、日本がとりわけ経済面で中国
に対し劣性になり、同時に国際社会における地位も停滞もしくは低下する傾向が顕
著になってきました。こうした国際社会での地位の変化が、両国国民に微妙な意識
の変化をもたらしています。
日本では、中国情報にはこと欠きませんが、中国の全体像を知るには程遠い、あ
まりに心許ない情報であふれているというのが実情です。
本国際連携シンポジウムの企画は、国際社会で重要なパートナーであるべき日中
間の、このような現状を憂慮し、新たな発展の方向を見出そうする学生・教員の強
い問題意識から生まれました。本シンポジウムでは、日中関係の問題点がどこから
生じたのか（過去）、日中両国国民、私たちはどこに位置しているのか（現状）、
どこへ向かうべきなのか（未来）、現在、大学生が考えるべきこうした課題に応え
ることを目的にしました。しかし、この問いは素朴でも、その応えは容易ではあり
ません。この難題に取り組むことが、このシンポジウムの核心です。
この企画を具体化するにあたり、国際学部の教員と各学部・研究科の学生・院生
の合意の下、学生中心の実行委員会を組織して、これまで10回近く勉強会を重ねて
きました。
勉強会を重ねた結果、学生たちにより日中関係を考察するための三つの視点が提
示されました。この三点で、日中関係の全体像をとらえることができる訳ではあり
ませんが、日中関係を深く広く考察するための確実な手がかりとなるはずです。
第一の視点は、アメリカ合衆国の存在を離れて、論じることはできないというも
のです。とくに戦後日本の歴史認識を捉えるさい、対日講和の主導役でもあり、現
在、日本の同盟国でもあるアメリカ合衆国、このアメリカ合衆国と中国と日本の三
者関係およびこの三者の国際社会における役割をきちんと把握しておく必要がある
ということです。
第二の視点は、日中両国国民が、日々メディアが伝える情報により、相手国をい
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かにイメージしているかを把握しておく必要があるということです。この問題は対
象も広範かつ流動的であり、捉えがたい類のものですが、マスメディアの報道の仕
方により注目する必要があるということです。
第三の視点は、より安定した日中関係を構築するために、日本の平和主義のあり
方を再検討するというものです。近年、安倍政権は「積極的平和主義」を掲げてい
ますが、これに基づく外交政策により日中関係は平和で安定した状態になっていく
のでしょうか。こうした平和の問題を批判的かつ建設的に考察する必要があるとい
うことです。
さて、いずれの視点についても、教員間、さらには学生間にそれぞれ共通理解が
あるわけではありません。それぞれの視点ごとに学生がグループ・ワークを重ね報
告の準備をしてきました。このシンポジウムは、学生同士、学生と教員とが、共通
理解があるわけではない困難な課題を前にして、率直に意見を交換しあうことに意
義があると信じています。
このディスカッションをより意義深いものにするため、日中両国を代表する有
識者に基調講演をお願いしております。日本側からは早稲田大学国際学術院教授・
天児慧先生、中国側からは上海にある華東師範大学教授・徐顕芬先生です。天児先
生は現代中国研究の権威でもあり、日中関係や東アジア国際政治についても広く研
究・提言を行っていらっしゃる著名な研究者です。徐顕芬先生は現代日中関係を専
門的に研究されており、日中関係の国際シンポジウムなどで頻繁に提言をされてい
る方であり、有力な若手研究者のお一人です。
一方、学生同士のディスカッションでは、本学学生による上記三つの視点に関す
る報告に加えて、中国の華東師範大学大学院生を1名お呼びしております。今後の日
中関係を背負う若い学生たちにそれぞれの立場から忌憚のない活発な議論を期待す
ることとし、招聘いたしました。
本日は、会場にお越しのみなさまとともに、今後の日中関係について、建設的か
つ実り多き議論となるよう心より願っております。
最後に、本シンポジムの開催にあたりお世話になりました栃木県・宇都宮市など
の関係者のみなさまに心より感謝申し上げます。
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